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東海第二発電所 運転期間延長認可申請に必要な評価

劣化状況評価

安全上重要な機器・構造物等を対象に、
経年劣化事象が発生していないか、今後
の運転で経年劣化事象が発生しないか等
を以下を踏まえて評価した。

○最新の知見・運転経験等
○最新の技術基準

保守管理に関する方針
○今後の長期保守管理方針を策定

劣化状況を踏まえ策定

○設備の経年劣化状況を把握

・ ３５年以降に実施した点検記録の
評価確認及び必要な点検の実施

・ 対象設備
原子炉圧力容器
原子炉格納容器
コンクリート構造物

確認

○通常の高経年化技術評価

○監視試験片の試験結果

○新規制基準への対応
・適合のための追加設備を確認

上記を実施し、延長しようとする期間（２０年）の運転を想定した技術評価を行い、
設備の経年変化に対する安全性を確認した。

反映

対象追加

特別点検の実施結果

保守管理に関する方針

劣化状況評価

１





東海第二発電所 劣化状況評価の結果

（１）主要劣化事象の評価結果

① 低サイクル疲労割れ （原子炉圧力容器，原子炉再循環ポンプ等）

・６０年時点での疲労蓄積係数を評価した結果，疲労割れは発生しないことを確認。※

② 原子炉圧力容器の中性子照射脆化

・監視試験結果より，国内脆化予測法による予測の範囲内であることを確認。※

③ 照射誘起型応力腐食割れ （炉心シュラウド等）

・中性子照射による照射誘起型応力腐食割れ発生の可能性は小さいことを確認。

④ ２相ステンレス鋼の熱時効 （原子炉再循環ポンプ等）

・熱時効による材料の劣化による疲労割れが発生する可能性は小さいことを確認。

⑤ 電気・計装品の絶縁特性低下

・熱や放射線照射などによる絶縁特性低下が発生しないことを確認。※

⑥ コンクリートの強度低下，遮蔽能力低下

・熱や放射線照射などによる強度低下，遮蔽能力低下が発生しないことを確認。

※保守管理に関する方針への反映事項

（２）耐震安全性評価は，経年劣化事象を考慮しても問題ない結果となった。

（３）耐津波安全性評価については，浸水防護設備に考慮すべき経年劣化事象は抽出さ

れなかった。

１．劣化状況評価 （高経年化技術評価）

安全機能を有する機器・構造物等を対象とし，特別点検の結果とこれ

までの運転経験や最新知見等を踏まえ，腐食，疲労損傷，減肉等の経

年劣化事象が発生していないか，今後の運転で経年劣化事象が発生し

ないかを検討した。

更に，経年劣化事象が発生する可能性のある機器・構造物は，運転開

始後６０年時点の劣化状況を想定し，現状の保全活動で安全性が確保さ

れるかを確認する評価を行った。

（１）総合評価

東海第二発電所は運転開始以降４０年を迎えるため，プラントを構成する機器・構造物

について，想定される経年劣化事象に対する技術評価を実施した結果，大部分の機器・

構造物については，現状の保全を継続していくことにより，長期間の運転及び冷温停止を

仮定しても機器・構造物の健全性を維持することは可能であるとの見通しを得た。

（２）今後の取り組み

今回実施した劣化状況評価は，現在の最新知見に基づき実施したもので あるが，今後，

運転経験や最新知見等を踏まえ，見直しを実施していく。

２．劣化状況評価の流れ

３．劣化状況評価の結果

４．総合評価，今後の取組み
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東海第二発電所 保守管理に関する方針の概要

現状の保全項目に追加すべき新たな保全策（追加保全策）について，具体的な実施内容，実施方法及び

実施時期を保守管理に関する方針※1として下記の通りとりまとめた。

東海第二発電所 保守管理に関する方針

※１：実施時期における，2018年11月28日からの5年間を「短期」，2018年11月28日からの10年間を

「中長期」，2018年11月28日からの20年間を「長期」とする。

No. 保守管理に関する方針 実施時期※2

１
原子炉圧力容器胴（炉心領域部材）の中性子照射脆化については，今後の原
子炉の運転時間・照射量を勘案して適切な時期に第５回監視試験を実施する。

中長期

２

低圧ケーブル及び同軸ケーブルの絶縁低下については，電気学会推奨案*及び
ACAガイド**に従った長期健全性評価結果から得られた評価期間に至る前に取
替を実施する。
*  ：「原子力発電所電線ケーブルの環境試験方法ならびに耐延焼性試験方法に関する推奨案（電気学会技術報
告書第Ⅱ－139号 1982年11月）」

**：原子力安全基盤機構「原子力発電所のケーブル経年劣化評価ガイド JNES-RE-2013-2049」

長期

３
同軸コネクタ接続の絶縁低下については，IEEE 323***に従った長期健全性評価
結果から得られた評価期間に至る前に取替を実施する。
***：IEEE Std.323-1974「IEEE Standard for Qualifying Class 1E Equipment for Nuclear Power Generating Stations」

中長期

４
疲労評価における実績過渡回数の確認を継続的に実施し，運転開始後６０年時
点の推定過渡回数を上回らないことを確認する。

長期

※1：No.4については，平成23年3月から平成32年8月まで冷温停止状態が維持されることを前提としている。

※2：実施時期については，平成30年11月28日からの5年間を「短期」，平成30年11月28日からの10年間を「中長期」，平成30年11月28日からの20年間を「長期」とする。

上記の保守管理に関する方針については，長期保守管理方針として策定するとともに，実用炉規則第９２条第２項に

基づき，東海第二発電所の保安規定変更認可申請を行う。

今後は，認可された保安規定に基づき，保全活動に長期保守管理方針をとり入れ実施していくとともに，実用炉規則

第８２条第３項にて定める時期に再評価を実施することにより，機器・構造物を健全に維持・管理していく。

今後の取組み

４


